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2024 年度年間標語「キリストに結ばれて、共に歩むわたしたち」コロサイ 2:6-7 

    『社会委員会だよりをお読みください！』 吉田真司  

先週 7 日、当教会の『社会委員会だより』（Vol.42）が発行されました。巻頭言で

は先の神奈川バプテスト連合 2.11 集会（2/24 開催）からの報告（1 頁）、続けて

「過去に目を閉ざす者とならないために」と題して日本の朝鮮半島植民地支配の歴

史からの問いかけ（2 頁）、「ネグレクト（育児放棄、育児怠慢）」と題してネグレ

クトの意味とその実例紹介や地域社会の連携と未来への呼びかけなど（2-4 頁）、

「『すべての暴力に反対する祈り会』に参加して」の報告（4-5 頁）、そして最終頁

に「分かち合いのテーブル『生活支援無料バザー』の振り返り」が掲載されていま

す。一つひとつのテーマが大切で、とても読み応えのある内容です。どうぞ皆さま

隅々までお読みください。そして感想を社会委員会までお伝えください。 
以下、それぞれの記事から抜粋します。 

n 「教育と洗脳とカルト化というところの関係性は本当にむつかしい・・・どう

行動するかということは自分の意思なのですね。・・・そのことを判断する材料

や、視野を外に広げるためにも、やはり情報を得ることが必要です。」（1 頁） 
n 「文部科学省は、戦後日本の中学・高校の歴史教科書における正しい歴史的記

述を許しませんでした。・・・『過去に目を閉ざす者は現在にも盲目とな

る』・・・忘れてはならない大切な言葉です。」（2 頁） 
n 「私たち大人は全ての子供たちに対し健やかに成長させる義務を担っていま

す。・・・発生予防、早期発見、早期の対応が子供たちの未来を築く一歩となる

ように、常に見守り続けることが重要です。」（4 頁） 
n 「社会の中で生きにくさを抱えている人たちが誰でも『助けてくれと言える社

会』になりますように・・・他者を知り、信頼と助け合える世界に導いてくだ

さい。」（5 頁） 
n 「2024 年 2 月よりフードバンクかながわ様と提携。月 1回配給頂く。」 
以上、見事な「切りヌキ」です。行間は本文よりご確認ください。なお、本日午

後に「生活支援無料バザー」を行います。多くの方に喜んでいただけますように。 

教会の定例集会 
  主日礼拝      日曜日   午前 ９：００～１０：００（相模原礼拝） 

午前１０：４０〜１２：００（会堂礼拝） 
  教会学校      日曜日   午前 ９：３０〜１０：２０ 
   （嬰児、幼児、小学生、中高生、青年、成人、英語、聖書入門の各クラス） 
  祈り会       水曜日   午後 ７：３０〜９：００ 
  金曜集会      金曜日   午前１０：３０〜１２：００ 
  家庭集会（相模原） 第二火曜日 午前１０：００〜１２：００（竹村家） 

（すずかけ台） 第三木曜日 午後 １：３０〜３：００（長谷川家） 
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